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ア ドバ タ イ ジ ン グ6デ ザ ・イナ ー

北 根 肇

広告の原稿 を制作す るデ ザイナーは今 日では ア ド ・デザ イナー(ad,desig-

ner/advertisngdesigner)と 呼 ばれてい る。 この ア ド ・デザ イナーは企業体

の中の宣伝の セク シ ョンに、 エージ ェンシーの 制作部 門に、 デザイ ン事務 所

(プ ロダ クシ ョン、ス タジオ)に 所属 して、 あるいはfreelancedesigner

と して活動 してい る。 しか し、 ここでは、 それ らのデザイナーの傾向性 ・色 合

の相異 はあ るけれ ど も、その所属 に とらわれないで、 もっと根本的 にデ ザイナ

ーの在 り方 を考 えてみ ようと思 う。

デザイナー一般 について も考 え ることであ るが 、ア ド・デザ イナーを次の よ

うに二大別す ることがで きる。 それは《引 っぱ るデザ イナー》 と《引 っぱ られ

るデザイナー》 とで も云 えるか もし れ ない。 もう一 つ別 の云 い方 をす れぼ、

《管理的 なデザ イナー》 と《被 管理 的なデザ イナー》。 前者 に 属す るものに

は、 これまた、 きまざまであ る。 例をあ げると、artsupervisor,chief

designer,artdirector,creativedirector,associatedirectorな どで あ る。

広告 の先進 国 と称 され るアメ リカで は、かな り厳 密 に細分化 されてい るようで

あるが、その点 、 わが国では極 めて漠然 としてい るよ う見 うけ られ る。後 者 に

属 す る ものは、例 えば、mechanicaldesigner,mechanicalartist,fin童sh

designer,単 にdesigner,わ が 国 で俗 に 云 う な ら、 版 下 デザ イナーで あ
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る。 この二 つの群 にわか れ るデザ イナーはデザ インの業務 にとっては、 どちら

を欠 いて も成立 たない。一つ の業務の プロセスの持 場の相異で ある。 しか し、

業務 の リーダーシ ップを とるのは当然、前者のデザ イナーで ある。 その ような

デザ イナーは現 状では、極めて数少 ない。 それでは、mechanicaldesigner

の 域 を越 える創造的で、個性 的なデザ イナーは どの ようにあ るべ きなので あろ

うか。駈その ために、広 告の原 稿制作 とい うビジネスの構造 をみてみよ う。

まず広告の制作 は共 同制作であ るとい うこと。 この共 同制作 はエージ ェンシ

ーの場合 について云 うと、 デザ イナー(イ ラス トレー ターをふ くめて)の 他 に

コ ピー ライ ター、 フ ォ トグ ラフ ァー、広告 その ものの プランをたて る者 、マー

ケテ ィング ・プ ラン、 リサーチをす る者、広告 媒体 の プ ラをたて、交渉 をす る

者 、ク ライアン ト(印 刷媒体 に関す る広告主)ま た はス ン゚サ ー(電 波媒体 に

関す る広告主)と 連絡 を と り、商 品知識や企業の方 向(経 営の方針 ・営業方針

その他 企業 の一切 の動 向 と目標 をふ くめで)を 把握 して、エ ージ ェンシー内部

の各セ クシ ョン、各 メンバーに それ らの状況 を正確 に伝達す る人達(営 業 マン

ーcontactman)の 共 同作業 であ る。広告主 の担 当者達 も、 も ち ろん 参加す

る。但 し、 プラスの面 とマイナスの面 をは っき りわ きまえてお か ね ば な るま

いo

しか し、 これだ け多 くの あ らゆる仕 事を異 にす る者が集 まって作業 を展 開す

るわけだが、問題は この集団 の結合の仕方 とその運 営で ある。 この集 団か ら、

直接制作 にたず さわ る人 々について考 えてみ る。(但 し、今 回は印刷 媒体 の制

作 についてのみ考 え ることとす る)

制 作 の第一歩 は自分達 が担 当す るクラ イアン トのすべ てを知 り、理 解す るこ

と。 この点については広 告主 とア ド ・エージ ェンシー とが相互信頼の関係 にな

ければ、極めて困難 な ことであ る。例 えば偉大 な天才画家が 自然 の対象 を追求

す ることと同 じであ る。制作 者に とってはク ライアン トまたはその商品が共同
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作業の結 果成 立ず るadvertisementsを 生 み 出す 自然、 オブジェク トに相 当す

る。 クライアン トを カゾ トの云 う第二 の自然 として凝視す ることな しに広告原

稿の制作 はあ りえない。realityの あ るadvertisementsは 生 れない。広告 主

に とって も、消費 者に とって も、 いわゆ るadvantageも な い と云 わね ばな ら

ない。 この正 常な原稿制作 を実施 す るためのチ ャネルをつ くらず に原稿の質 を

要求す ることは空論で ある。 この空論は 日常茶飯事であ る。 ここにク ライアン

トを〈説 得〉、〈 教育〉、す ることの重 大 きがあ る。 しか し、現状 として は具

体的な原 稿 を制作 す ることにおいて、除々におそ く、速 く説得 しなけれ ばな ら

ない。わが ままな子供 の云 うままにな ってい る親 、 この状況 はいか に
.もわび し

い。全 く見てい られ ない シー ンであ る。広告界 では、まだ もう一つ醜悪 な状態

が しば しば見 うけ られ る。一つの広 告主 の アカウン トに多 くの エージ ェンジー

が む らが って、激 しい争奪戦 が展 開す るのであ る。広告主 がまちが つた考 えを

押 しつけた り、商 品のセールス イ゚ ン トが極 めて平凡 か、 ほ とん どないにひ と

しいの も、か まわず、押 しつけた り、何 とはな しに決定 の基準 のあいまいな広

告予算のわ くで、法外な広 告効果 を期待 した りす る場合 、それ に対 して、否定

して取引 を行わないか、 あ らゆる手段で強 く説得 す るかが出来 ない ア ド・ジ ェ

ンシーは近代的に成長す ることは断念す ることであ る。ま してや、質 のよい原

稿制作が生れ るよ うな場ではない こと確 かであ る。積極 的に商 品化計画 にまで

参画 して行かねばな らない。す くな くと もそ うい う姿 勢でない と、制作 はで き

ない。 この よ うに広告主 とい う一つの対 象 を洞察 し分柝 し、新 しい対象 として

組立て るとい う、 目 とア ビリテ ィがな くてはな らない。 これは単 な るデザ イナ

ー とい う視覚 か らは、なかなかむつか しい。広告主 をた またま見抜 く場合 があ

って も、 ど うして も直観的で、感 覚的 にとどま りやすい。そ こで、 その危 険 を

さける とい うた め で はないが、 その広告主 の 実態 に 即 し た もっと も適 切な

totalplanを た て、それにかみ合 った、advertisingplanを た て る制作 外
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の専 門家達 との協調 に よって、正確 に広告主 を客観的、直観的 に判断す るこ と

がで きる。云わば、 集団の 目であ る。 トンボの 目の一つ の目が デザ イナーの 目

で あ る。 デザ イナー は制作外の種 々の リサーチの結果 ・デー タを見 て、その正

しい解 釈の仕方 をぜ ひ身 につ けておかねばな らない し、 また担 当の クライアン

トは もちろん、 その対 抗企業の あ らゆ る動 き、 さらに他業界 の動 きにつれて積

極的 にイン タレス トを もって いな くて はな らないのであ る。

・さ らに、 次 のよ うなこ とも重要 であ る。Moholy・Nagyの 言 葉 をかれば、

デザ イナーは〈1)iologicalman>で な くてばな らない とい うこと。簡 単にい う

とnaiveな 感 覚 を もった人。 漁師が海の天気 を敏感 に予 測す る、 その感覚 。

文 明の発達 によ って鈍化 していない感覚 を もってい る人で あ る。つ ま り、消費

者 の立場 にたつて、 その商 品が実際 に使用 され る場合 、 その ヒ ユー マンエ ンジ

ニ ア リング的真理 に とどま らず、人聞 の内奥 にある素朴で、原初的な感覚、感

情 を とらえ ることの で きる人 であ る。 もっ とも現代文 明的で、 もっと も原初 的

で、現在 の生活 をよ り豊か に開発 しそい くこ とので きる感覚 もし くは意欲 の持

主 こそ、現代 にふ さわ しいデザ イナーであ る。 コ ピー ライターにおいて も、 ま

たフ ォ トグ ラファーにおいて も同一 の ことが云い得 る。 これ らのす ぐれた制作

者達 が共 同制作す るわけであ るが 、さ らに重要 な問題が残 されてい る。

制作 の方 向 とその決定 であ る。 その制作全体の方向 に個性 ・独創性がな くて

はな らない。 とい うのは、企 業の 目的、販売の 目的 とそれに対す る企業の社会

的 ・経 済的な意志 とを具体 的に表現す る。すなわ ち、大衆 をその方向 に統合 さ

せ るとい うことに他 な らない。 しか し、その ことは、単 に客観性 と対立す る主

観 的な表現 の世界、純粋芸術 におけ る主観的合 目的的な世界ではな く、機能的に

計 算 された ところの客観 性 と主観 性 との対立 を超 えた表現 の世界 であって、 日

常生活空間 に作用 し、それ を拡大 し、充実 してい くエネルギーを もつ た表現の

世 界で ある。 その よ うな意味 にお けるadvertisementsの オ リジナ リテ ィ、
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個1生が要 求 きれ る。その ような個性 は多 くのす ぐれ た個性 を もった制作 者の共

同制作を コン トロ尸 ルす ることによ って生 みだ され て くる個性 とで も云 うべ き

ものであ る。大 きな個性 であ る。〈広 い個性 と〉 とで も云 った方が よいであ ろ

うか。一見集 団合 議的なかた ちで、仕事 がな されてい るよ うで あって も、単 な

る集 団合 議 を超 えた次元 において、 全体 の判断を下 し、制作の個性 を具体化す

るよ うに制作者 を〈引 っぱ る〉、〈 管理 す る〉 のであ る。 その作業の広 さ、狭

さは別 として、その よ うな責任を負わ され る者がーdesign,copy,photogra-

phyを 統 合 す る者 として、cliife,director,associatedirector,creative

directorな ど と呼ば れる人達で あ る。L

次 に、 デザ イナー(イ ラス トレーター もふ くめて)、 コピー ライター、 フ ォ

トグ ラフ ァーの共 同制作 において、 とくにデザ イナー とフォ トグ ラファー との

関係 にふれ てお きたい。 とい うの は両者の関係が極 めてあいまいな状態 にな っ

て い る場合が しば しばあ るか らで あ る。 このアイデアで、 この原稿 は フォー ト

を主体 にす るか デザ インを 主体 にす るか、 イラス トレー シ ョン を 主体 にす る

か、 タイポグラフ ィを前面 にお しだすか、 この検討 と決定 が充 分な されない場

合が多いのでは ないか。最近の原稿の傾向 として、何 とはな く、 フォー トが主

体bzな って しまっている。最初か ら、疑い もな く、 フォー トに決 って しまって

い るのでは ないか。 デザ イナー ととコピーライターの打合 せの結果 として、写

真撮影が依頼 され る。

フ ォー トをデ ィレ クテ ィングす る能力が な く、 ひ どい場合は伝票だ けが まわ

されて、 ひたす ら、 よい写真が出来 て くるのを待 ってい るだ けとい う場合が、

意外 に多 い。 デザ イナーの弱点が フ ォー トグ ラフ ァーに転嫁 され てはいないだ

ろ うか。例 えば、 〈笑顔 の人物〉 が描 けないか ら、 デ ッサンカが弱 いか ら(弱

い とい う意識が あ る間はまだよい方 であ るが、 いつの間にか忘れ て しま って、

仕事 の流 れ として当然 とい うごとにな って習慣 的に固定 して しま って、 セ ミが
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らの デザ イナーにな っで し車う・のである。)フ ォ トグ ラフ ァーに依存 して しま

う。 また、一方、 フ ォー トの側で も、いつの まにか習慣 的に受動 的になって し

ま ってい るのではないか。 たまた豪、 フ ォー トグ ラフ ァーか ら、客観 的に見 て

正 しい クレー ム ・意見が 出 され て も、 たいていは、 黙殺 され て し ま う例 が多

いo

デ ザ イナー、フォ トグラフ ァ㌘、コピー ラィ ターの制作集 団の チーフ もし くは

デ ィレクターはデザ イナー出身にか ぎちず、フ ォ トグ ラフ ァーか ら、コζ一ラ

イターか ら出 て くるケース、 ξ.くに コピーラィターか らのケー 冬が 目立 って き

て い るよ うだ。最 近 では、戦後 ま もな く、,アメ リカか ら輸 入 された言葉〈 アー

ト .デ ィレクター〉 は余 り使 われ な くなって きた。近 い将 来は テレビ ゜ラジ捧

・印刷媒体 な どあ らゆ る制作 のデ ィレクター として、associatedirector力 畫登

場 して くるで あろう。 それ はと もか くとレて、そのよ うに・アー ト デ ィレク

ターの影が うすれて きた原因 は以上のべて きた点のみな らず、 もっと他 に もあ

るのではなか ろ うか。 デザ イナーは ど うして も、感覚 的に流れやす く・広告 の

機能性 を うわすべ りしやすい。 コピー ラィターに比 して、根本的 に感覚的に流

れやすいのであ ろうか。その ような意 味で、広告制作 の近代化 にたちお くれ?

つ あ るのではないか。また、根 本的に感覚 的に傾 く性質 を さま ざまの周辺の社

会事象が助長 してい るのではないか。

もう一つ、現在のデザ イン教育の問題が あ りは しまいか。.ただ単にデザ イナ

ー ばか りが生産 され、今 や生産過剰 であ る。広告原稿 制作者の生産が社会 的、

計画的 に実施 されな けれ ばな らな い。教育制度 とその カ リキ ュラムの改 善が急

務 ではなか ろうか。美術教育 の応 用 もしくは延長 としてのデザ イン教育にな っ

てはいないか。単 に表面的な きれい ごとが デザイン とい うことにな ってい る。

デ ッサ ンカ 、そこか らイラス トレーシ ョン、その逆 に、抽象 的な コンス トラ ク

シ ョンや レ イアウ ト、パ ター ンの ハー ド トレーニン グ、印刷 その もののプ ロセ
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スをか な らず制作 トレーニングの中に組入れ ること、 きらに自分 の制作 した原

稿 を多 くの人 々に説得、演 出す る力 を充 分養 ってお くことが重要 であ る。好 む

と好 まざ るとにかか わ らず、原稿bzつ いて クライアン トを納得 させ なければ な

らない。 これぽ どむつか しい仕事 はない位 であ る。 この原稿が本心か ら正 し く

よい もので あると感 じさせねばな らないので ある。 カン トのい う普通妥 当性 の

世界 を実践の場でつ くりだ さねばな らないので ある。 アメリカの教育 では、 と

くにこの〈説得〉(speaking)の 単 位 をはや くか ら実施 してい る。 以上挙 げ

た他 にまだ重要な ことが残 ってい る。つ ま り、諸芸術 とア ド・デザイン外の デ

ザ イン(建 築 ・インテ リア ・工業デザ イン ・フア ッシ ョンデザ イン な ど す べ

て)の 知識のみな らず、 それ らとのバ ランスをわ きまえるとい うこと、経営 ・

経 済 ・産 業 ・科 学 ・一般 社会 ・社 会 ・社会心理 な ど、で きうる限 り、 ダイナ ミ

ックな視 野 と見識 をそな えな くてはな らない。 イタ リア ル ネ ッサンスの天才

た ちの多角 的な型 とその人 間像 で ある。そ こにおいて、 は じめて、広告制作 に

お ける構想 力 ・アイデ ィアの豊か さと輝 きと恒久性 とが制作者 にそなわ って く

るので ある。〈枯 れや すい ア ド・デザ イナー〉 ・〈サ ラ リー マン 的 デザ イナ

ー〉が以外 に多 い ことは恐 しい ことで ある。 これ らのすべてを教育制度 の弱体

に帰す ことはで きないが、す くな くと も制作者 として、現在 もしくは未来 を開

発 してい こうとす る意欲 と考 え方 のベースは充 分耕 しておかねば 日本経済、 日

本 の社会 に一つの ヒビを入 れ る結果 とな る。

次 に、 コン クール(俗 に コンペ)に よる悪影響が考 えられ るのではないか と

思 われ る。今 日までの諸 コン クールの功績 は認 めな くてはな らないが、 コンペ

では どうして も、感 覚的にお もしろい もの、 目立 つ もの一一 つま り企業 その も

のに深 く根 を下 していない リア リテ ィに とぼ しい ものが、 と りあげ られやす い

のではないか。 コンペに応募 出品す る以前 の制作 プ ロセスはおよそ広告制作 の

あ るべ きプ ロセスを経 ない状態 であ るとい って も過言 ではなか ろ う。 だか ら、
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入選とは偶然性か らくるひとつのアクロバ ット的成功 と云えるか もしれない。

むしろそのアクロバ ット的結果に若いデザイナーたちの好奇心 と興味が異常に

集中するのか も知れない。そこに広告制作者自身の今後の危険 が ひ そんでい

る。 コンベなどの在 り方の再検討が必要である。

広告制作者 としての在 り方をいまやほん とうに考 えてみな くてはな らない時

期である。今 日の不況 という経済的事情がそのチヤンスとな れ ば、 幸いであ

る。

多 くのす ぐれ た個 性的なデザィ

ナー、 コピーライター、 フォ トグ

ラフ ァーの集団 を、深 く、企 業 も

し くは その商品の核心 と消費大衆

の心理 ・行動の核心 に結 びつ ける

とい う大 きな個性 としての実践的

な能力 がく 引 っぱ るデザ イナー〉

に要求 され る。 図で示せ ば、左図

のよ うな形 において～advertising

p'anが 確 立 され、 それに もとついて、厳 密にadvertisementsplanを うち

たて るよ うに〈 引 っぱる〉ので ある。 そこに上の三 角形 と下の三 角形 の合 同が

表現す ると云 えよ う。新 聞の全7段 とい うスペースだけが抽象的 にと りだ され

て、 あだ花 を咲かせ るこ とに、 せ っせ と毎 日仕事 をしてい るのでは、 制作者

は セ ミのぬ けが らの よ うになって しまい、 広告主 と消費者 の コ ミュニケーシ

ョンが絶 たれ るか、 異常 な形で両者がつ なが るかで、 どち らに して も何 らの

advantageも 得 られない結果 となる。広告はfunctionで あ り、消費者 の 日

常生活空 間を拡大、充実す る感情適合的 な(gefuhlmassig)functionで あ

る。広 告主 と消費者 とを結 びつ けるfunctionの 追 求において創造 され る表現
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の世界である。広告主 と消費者 とのより新 しい、よりよい共通の場一 即 ち、

社会 ・日常生活空間一 を形成することであり、従って、また、その基盤であ

るhumanityに 深 く根ざす ものでな くてはな らない。生活意欲、生活感情に

適合 しなが ら、未来への可能性を内にふくむ合目的的なhumanityの 具体化

である。また、その合 目的性において、制作の計算性、計画性が必要である。

広告主が市場に販売しようとする商品が、はたして正常な意味において、消費

者の欲求を充足するものであるかどうか。商品のどこにポイン トをおくか、そ

め検討 と調査がなされ、予測 と目標が正確に強 く、〈賭〉カ1塗され、さらにど

のメデ ィアが最 も適切であるかを選定 し、出稿ラランをたてる。出稿プランは

もちろん、商品の販売計画、流通経路を経て市場に商品が到達する地域または

時点、訴求対象としての消費者に焦点を合わせるなど、あ らゆる角度か ら計算

され、計画 される。 しか し、 この計画は一方的に制作 ポリシーを規定す るもの

ではな く、制作yO"`リシー、制作におけるアイデアとその展開の仕方からも、相

互に調整きれ、計画 さるべきものである。さらに、出稿計画のなかで、訴求対

象 としての消費者の特性についてであるが、現状 としての特性にとどまること

なく、その特性か ら発展するであろう新しい可能性としての特性、あるいはウ

ンターベブス トザィンとしての心理、欲求を目覚めさせ、購買の行動をおこす

ように考えねばな らない。

以上、述べた点が、長い時間(た だし敏速に)多 くのデーターを解釈するこ

とにもとついて、計算され、計画 され、制作 されること、これが広告の制作の

構造であり、その方向において、制作者群を前述のく大きな個性〉でく引っぱ

る〉デザイナー、またはコピーライター、'またはフォトグラファーが必要であ

る。そのような制作者 こそ、広告主に対 してはす ぐれた<monymaker>で あ

り、消費者に対 しては、す ぐれた〈lifemaker>で あると云えよう。 戦争中

の画家や文芸作家と全 くかわ らない極めて節操のないデザイナー、コピーラィ
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ター、 フ ォー トグラフ ァーがいか に多いか を反省 し寸われわれ 自身の課題 とし・

て、 まず、 われわれか ら解決の方策 をたてなければな らな い。広告軽犯罪、広

告重犯罪 をせ っせ と忙 し く毎 日犯 してい るのではないか。 しか し、 これは制作

者1固人、制作者集団、 チー フ、デ ィ.レクターな ど自身の主 体性の貪 しさで もあ

るが 、無理 や り制作者 をその罪 にお としいれてい る人達 と社会 事象 があ る。 そ

の圧力が いか に も大 きいので ある。 日本の企 業のみな らず、社会全体 の大 きな

課題 の一 つであ る。 日本経済、国民 の生活の歪 みで もあ る。制作者 はその歪 み

の自覚 において、制作 のなか において、 力強 く、monymakerと して、

lifemakerと して、 プ ラ イ ドを もって、 前進 の歩調 を少 し速 めねばな らな

い と感 ず るのであ る。
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